１．題材名　小学校第４学年「かけがえのない命」（内容（２）－ア、ウ）

２．題材の目標

○自分が、たくさんの人たちに支えられているかけがえのない命であることを実感する。
○自分と同じように、友だちもたくさんの人たちに支えられているかけがえのない命であること
がわかる。また、これから自分がかけがえのない命をつないでいく存在になることがわかる。

３．題材について

○題材設定の理由

本題材は、希望や目標をもって生きる態度の形成と望ましい人間関係の形成に関わる内容である。子ども達は、保健学習の「変化してきたわたしのからだ」や「思春期の体の変化」で、自分の心と体が大人に近づいてきていることを学んだ。学習を積み重ねるうちに思春期を迎える心構えはもつことができたが、日常生活の中では、思春期が近づき心が揺れ動きやすくなっている。そのため、小さなトラブルで激しく友を傷つけたり、自分や友だちを大切にできていない場面が見受けられたりする。そこで、たくさんの人に支えられている自他の命のかけがえのなさに気づき、自分も友だちも大切にした言動ができるようになって欲しい。また、今後自分がかけがえのない命をつないでいく存在になることに気づき、前向きに二次性徴を受け止められるようになって欲しいと願い、本題材を設定した。

　○本題材の指導

事前に保健学習の単元の「変化してきたわたしのからだ」や「思春期の体の変化」で成長してきている自分や大人に近づいてきている自分について意識できるようにする。本題材は、二時間扱いとし、目標に向けて、第一時では「サポートマップ」の作成及び発表、第二時では「大切な人とつながっている宝物カード」の作成及び発表を行う。両時間ともに、個々の事情を十分配慮し支援を行う必要がある。また、個の心の動きに寄り添った声がけを行う。

４．指導計画

	
	日　時
	活　動　内　容

	事　前
	○月○日

帰宅後（宿題）
	○事前に保健単元の「変化してきたわたしのからだ」、「思春期の体の変化」の学習を実施する。

	本　時
	○月○日２校時
	○「サポートマップ」を作成する。

○自分がたくさんの人たちに支えられていることを実感する。

	事　後
	○月○日第○校時
○月○日朝の会
	○「大切な人とつながっている宝物紹介カード」を作成する。

○自分と同じように、友だちもたくさんの人たちに支えられているかけがえのない命であることがわかる。また、これから自分がかけがえのない命をつないでいく存在になることがわかる。


５．展開例

目指す児童の姿

	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自己の生活上の問題に関心をもち、意欲的に日常の生活や学習に取り組もうとしている。
	楽しい学級生活をつくるために、日常の生活や学習の課題について話し合い、自分に合ったよりよい解決方法などについて考え、判断し、実践している。
	楽しい学級生活をつくることの大切さ、そのためのよりよい生活や学習の仕方などについて理解している。

	　
	主な学習活動
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入
５
分
	1. 保健学習を想起し、自分の成長を支えてくれている人のことを考える。
〈予想される反応〉
・お母さん。
・お父さん。

	○保健の「変化してきたわたしのからだ」、「思春期の体の変化」の学習を思い起こさせる。
○どんな人が自分の成長を支えてくれているか考えて発表させる。
	

	展開

30
分
	2.「サポートマップ」を作成する。
〈予想されるの反応〉

・お母さんが一番近くかな。
・お父さんもその近く。

・おじいちゃんやおばあち
ゃんにもお世話になっている。

・隣の家のおじちゃんにも
よく遊んでもらっている。

・学校の先生。
・保健室の先生。

・学童保育の先生。
・いつも行くお医者さん。


	○教師が、事前に作成した「サポートマップ」を紹介しながら、サポートマップの書き方を説明する。

○サポートマップに記入させる。
○サポートマップの人々に対して自分がどのような思いを寄せて作成したかを作成時の参考になるように、わかりやすく説明する。

○家族、親戚、友人、間接的に自分の衣食住を支えてくれている人など、身近な人から普段は意識しにくい人まで広い視野で支えられている人について考えられるように助言する。

○距離感をつかみにくい児童には、支えてくれている人をまず列記させ、その人とのエピソードを聞きながら、マップに仕上げるよう助言する。
	サポートマップ



	
	3.グループで「サポートマップ」を発表し合う。

〈予想される反応〉

・病気の時に面倒を見てく

れたお母さんのことが書いてあっていいなあと思いました。


	○グループで、「サポートマップ」を発表し合い、発表を聞いた感想を一人ずつ発表するよう指示する。

○発表後の感想発表では、「いいなぁ。」と思ったこと等「サポートマップ」の具体的な部分に着目して発表できるように予め全体に周知する。また、聞いた後の気持ちも伝えられるとよい。
	

	
	4.絵本「いのちのまつり」の話を聞く。
	○静かに、落ち着いた雰囲気で聞けるように、聞く位置を工夫する。
○たくさんの人に支えられている自分の命（存在）の大切さやかけがえのなさが実感できるように机間指導で個別に指導を行う。
	絵本「いのちのま

つり」シリーズ

サンマーク出版（2005）

	まとめ
10
分
	5.今日の授業で思ったことや感じたことを発表し合う。
〈予想されるの反応〉
・いろいろな人に支えられ
てここまで大きくなれたことが分かった。
	○今の自分の気持ちにも着目ながら感想を記入するように伝え、発表させる。
· 【関心・意欲・態度】
自分に自信をもち、現在及び将来の生活や学習によりよく適応し、自己を生かそうとしている。（学習カード・発言）
	


めあて：自分が、どんな人たちに支えられているか考えてみよう。











